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Lab SW_LED_35
PSoC Creater全体の処理フローの理解

LEDの点滅（ソフトウェア編）
Pin_N_Write(); //ピンNに論理値を与える

CyDelay(); //ミリ秒で遅延を設定
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補足:
Workspaceと
Projectの関係

演習ファイルと使用文字などの注意事項

各演習プロジェクトを置くための演習用ディレクトリを作成してく
ださい。場所と名前は、演習中に指示します。(デフォルトは、
C:¥PSoC5_Lab )
設計例(正解の例)プロジェクトは、演習で指示する場所の
PSoC_Lab_MasterXXXXにあります。
使用するファイルのあるディレクトリのパス名に英数字以外の
文字が含まれていないことを確認してください。(不可例参照)
ファイル名、プログラムのソースには、英数字と構文で許され
た記号以外は使用しないでください。(不可例参照)
WorkspaceとProjectを1対1に対応して作成(次スライド)

不可例:全角文字、日本語文字、半角カナ
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演習プロジェクト作成のグランドルール

設計は、プロジェクトをひとつの単位としますが、大規模設計では複数の
プロジェクトをまとめて、ひとつのWorkspace内で管理することができます。

複数のプロジェクトを一つのWorkspaceに追加した場合、同じ名前のファ
イルを開いたときに、どのプロジェクトに含まれるものなのかを毎回確認
する必要があります。例えば main.c などです。
ワークショップ中は、この混乱をさけるために、一つの Workspace には
一つのプロジェクトしか配置しないように注意して下さい。

この方法は三つあります。

1.新プロジェクトを作成する前に、一度現在のPSoC Creatorを閉じる
2.プロジェクト作成する前に、FileメニューからClose Workspaceを実行し
て現在開いているWorkspaceを閉じる
3.新規プロジェクトを作成する時、Advancedオプション内のWorkspaceを
Create New Workspaceに設定する。この方法については次のページに
説明があります。
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プロジェクト新規作成時の注意事項
プロジェクトを既に開いた状態で新規プロジェクトを作成した場合、デフォルトでは、
現在開いているWorkspaceに追加されます。ウィザード内のWorkspaceをCurrent 
New Workspaceに切り替えて下さい。

Advancedオプションを
オープンする

Add to Current Workspaceを選択
すると
現在開いているWorkspace内に
新規プロジェクトが作成されます。
Create New Workspaceを選択する
と、
新規Workspaceが作成され、
その中に新規プロジェクトが作成され
ます。
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PSoC Creator では、Workspaceの中に複数の
Project Filesが含まれる、というファイル構成に
なっています。

これは、関連するプロジェクトを一つにまとめて取
り扱うことが出来るようにするものです。例えば以
下のような場合に便利です。

送信側プロジェクトと受信側をひとまとめにして管
理したい時

コンポーネント毎の挙動を確認するためにテストプ
ロジェクトを作成する時

プロジェクトファイルの形式

Workspace(.cywrk)

Project 1 (.cyprj)
•回路図
•main.c

Project 2 (.cyprj)
•回路図
•main.c

Project 3 (.cyprj)
•カスタムコンポーネン
ト

解説
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新規プロジェクトを作成した場合
Creatorを起動した直後に”hoge”という新規プロジェクトを作成し
た場合、自動的に”hoge”というWorkspaceが生成され、その中
に”hoge”というプロジェクトが生成されます(左図参照)。
既にプロジェクトファイルが開かれた状態で、新規プロジェク
ト”piyo”を作成した場合、デフォルトではWorkspace ”hoge”の中
にプロジェクトファイル”piyo”が作成されます。

プロジェクト”hoge”のみ ”piyo”を追加した後 Project “piyo”がWorkspace ”hoge”
の中に追加されました。
プロジェクト名が太字になっているもの
がActiveなプロジェクトです。この場合
は”piyo”がActiveなプロジェクトです。
一つのWorkspace内では常に一つの
プロジェクトがActiveになります。
Creatorからデバイスへの書き込み、デ
バッグの開始などは常にActiveなプロ
ジェクトに対して行われます。

解説
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Buildメニューの変化

この三つの項目 ~~ All Projects
はWorkspace内の全てのプロ
ジェクトが対象になります

この三つの項目は現在Activeな
プロジェクトが対象になります

複数のプロジェクトが一つのワークスペースに含まれている場合、
Buildメニューで、Buildするプロジェクトを選択できるようになります

複数のプロジェクトが一つのワークスペースに含まれている場合、
Buildメニューで、Buildするプロジェクトを選択できるようになります

解説
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Activeなプロジェクトの切り替え方
Workspace Explorer内のプロジェクト名を右クリックし、 [ Set 
As Active Project ]を選択することで、Active Projectが切り替
わります。

解説
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SW_LED_35ラボの目的
• 全体の処理フローの理解
• デザイン、プログラム、デバッグの工程の理解
• ソフトウェアのプログラムでピンの出力をコント
ロールする方法の理解(後のラボでは、ハード
ウェア”PWM”コンポーネントでコントロール)

解説

プロジェクトをロードして再開する場合は、File>Open>Project/Workspaceを実行
続いて、プロジェクト/ワークスペースを選択

作業を終了する場合には、

File>Close Workspace
を実行して現在開いている

Workspaceを閉じること
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Step 1: Start PSoC Creator
PSoC Createrの起動

Step 2: Create a New Project
新規プロジェクトの作成

Step 3: Place/Configure Digital Pin
Pinのコンフィギュレーション

Step 4: Configure PSoC I/O
実際の I/O ピンへの接続

Step 5: Add main.c Code
ソースコードの記述(追加)

Step 6: Build Project
Build : Project のビルド

Step 7: Program/Debug
デバイスへの書き込みとデバッグ

Step 8: Debug
Debug機能を試してみる

全体の処理フローの理解
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Step1.PSoC Creator Softwareの起動

1.PSoC Createrの起動は、
>すべてのプログラム>Cypress
>PSoC Creater 2.X> PSoC Createrのクリック。2.この

エリアに
ファイルが
ないことを
確認する
こと

前のプロ
ジェクトが
表示される
場合は、

File>Close 
Workspace
でクローズ
する。
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各ウィンドウの説明

ウィンドウ番号 機能

1,Main Window 回路の表記、ピンアサイン、コードの記述などを行います。Work space exploreから開いたものが、メイン
ウィンドウに表示されます。立ち上がった状態(画面の状態)ではSchimatic Windowが表示され回路の表
記Windowが表示されています。機能ごとに TAB形式で開かれ、TABが二つ以上ある場合にはTABを右
クリックしてNew XXX windowを選択することで縦、横に分割することもできます。

2,Work Space Explore SourceTABにはプロジェクトに必要なファイルが表示されます。また、ここから既存のファイルを追加する
なども可能です。Componentsには自分で作成したモジュールなどのファイルが表示されます。Resultには
各種ログファイルが表示されます。

3,Component Catalog 標準ではCypress社の用意したモジュールが表示されます。コンポーネントのデータシートなども、ここから
参照できます。

4,Output 現在進行中のLogファイルがここに表示されます。コンパイル結果なども同様に、Output Windowに表示さ
れます。

画面が見つからない場合等は、
Window > Reset Layoutを実行
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Step2.新しいプロジェクトの作成
File->New->Projectを選択してください
Project名は、SW_LED_35等にしてください
Locationは、演習で指示しますが、デフォルトは、
C:¥PSoC5_Labとします。
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Step 2:新規プロジェクトの作成(続き)
2.Empty PSoC5 Design を選択(ハイライト化)

3.Nameの欄に,SW_LED_35
と 名前をつける(名前は任意)

4.プロジェクトの置き場所を指定
(演習で指示の全英文字パスディレクトリ

デフォルトは、C:¥PSoC5_Lab)

6.OKをクリック

5.デバイス指定または変更の場合は、ここから選択(次ページ)

1.+ マークをクリック
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Device Selector デバイスの選択や変更
このアイコンをクリックすると、

表示するフィルタ項目を設定できます

フィルタ項目を選択することで、
必要な機能を搭載した
PSoC を抽出できます

オンライン版もあります
http://www.cypress.com/?id=2232

CY8C-KIT-050 実装デバイスは、
CY8C5588-AXI-060です。
デバイスリビジョン はここで選択できます。
ここから適切ものを選択して下さい

2011年Q4 時点では、ES1です。
使用するコンポーネントには、バージョ
ンがあり、デバイスリビジョンに対応す
るバージョンを選択してください。
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Step 3 : Pin のコンフィギュレーション
1.TopDesign.cyshをクリック(回路図を開く)

2.Port and Pins > Digital Output Pinをドラッグ
して移動,回路図にドロップ(配置)

3.回路図上のPin_1を
右クリックしConfigureを選択し
設定ウインドウを開く

設定ウインドウ
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Step 3-1 ピンの設定ウインドウ-Typeの指定
ラッグしておいたピンをダブルクリックすると以下のウィンド
ウが現れるので Digital OutPutの設定でHW Connection
のチェックを外して以下の通りとなっているか確認
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Step 3-2:ピンの設定ウインドウ-Generalの指定
1.General  タブをクリック

2.Strong Drive を選択(確認)

3.Initial State をLow(0)選択(確認)

4.Apply をクリック、 OKでウインドウを閉じる
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コンポーネントの実際のI/Oピンへの接続
配置したコンポーネントを実際のピンに接続するには、ワイ
ドリソースマネージャーといわれるウィンドウを使用

拡張子にはcydwrと表示されている
次のスライドに示すように

ダブルクリックして開く

SW_LED_35.cydwr
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Step 4: 実際の I/O ピンへの接続

1.SW_LED_35.cydwrをクリック

2.Pinのらんのバーの右端下▼をクリックして、P0[5]を選択
これでPin_1インスタンスが実際のデバイスの
P0[5](Port0の第5ビットピンにアサインされます)
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ピンアサインの二つの方法
ピンのアサインをするには右側にあるピンのリストの中からPin
列のドロップダウンリストから選ぶ、もしくは各行を左の各ピン
の足に対してドラッグすることでも設定することができる

ここでは、P0[5]を選択
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共有リソースエディタ(.cydwr画面から選択)
PSoC Creatorでは、デバイスの固有リソースの割り当てを行うために共有リ
ソースエディタが用意されています。.cydwr画面を表示して画面下のタブを選
択することで、表示する画面の切り替えを行います。

IO管理画面IO管理画面 クロックリソース管理画面クロックリソース管理画面

割り込み優先度管理画面割り込み優先度管理画面
DMA優先度管理画面DMA優先度管理画面

Pins Clocks

Interrupts DMA

解説
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Step 5-1:ソースコードの記述(追加)
1.Sourceタブをクリックします

2.main.cをダブル
クリックします

3.main.cに
ソースコードを
追加します
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Step 5-2: main.c コード解説
①Pin_N_Write() //ピンNに論理値を与える

①

②CyDelay() //ミリ秒の遅延を設定

②

③トグル

③
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Step 6: Build : Project のビルド

1.Build>Build SW_LED_35 を実行

エラーが発生したら、Notice List をクリックする赤のXマークのある行をクリックすると
エラー発生箇所にジャンプ
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ステップ6-1 ビルド結果の確認

“---- Buid Suceeded: **/**/**** **:**:** ---” と表示されたらBuild成功

Output画面が見つからない場合は、
Window > Reset Layoutを実行
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6-2 Build Errorが発生した場合

①画面右下の Errors をクリック

②Notice ListのError項目を
ダブルクリックすると、問題の箇所に飛ぶ
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6-3 よくあるビルドエラーの原因
消し忘れた配線

よく見ると繋がっていない

複数のデジタル入力が接続されている

放置された入力ピン
信号の種類が違う(例デジタル -> アナログ)
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Step 7-1:デバイスへの書き込み動作の確認

1.Debug>Program(Cntl+F5) を実行

0.USBケーブルの接続を確認

こちらは
通信用USB

0.USBケーブルの接続を確認

実際の開発では、デバッグを先に行い、その後でプログラム(書き込み)します
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Step 7-2: 動作確認

P0[5] （下の列）にジャンパを接続

LED1にジャンパ を接続

P6[2]はLED3, P6[3]はLED4に配線済みですから、ジャンパを使わずに使用できます
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Step 8-1:デバッグ

1.Debug>Debug(F5) を実行します

こちらは
通信用USB

0.USBケーブルの接続を確認
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Step 8-2: Debug機能を試してみる

1.CyDelay(j);の行にカーソルを置き
2.Debug>Toggle Breakpoint
でBreakpointを設定してみましょう
ラインに赤丸がつきます

3.Debug>Step Over(F10), Into(F11), 
Out(Shift+F11)を試してみましょう
4.Local, Memory, Registor
の値の変化を見てみましょう

5.Breakpoinは,複数設定できます

6.Debugが終了したら、必ず
Debug>Stop Debugging (Shift;F5)を
実行してデバッグ・モードを終了してくだ
さい(終了しないと”Debug>Program”が
表示されません)

終了時にはFileメニューからClose Workspaceを実行してWorkspaceを閉じる
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Step 9:プロジェクト/ワークスペースのクローズ

この
エリアに
ファイルが
ない
ことを
確認する
こと

1.File > Close Workspaceを実行

プロジェクトをロードして再開する場合は、
File>Open>Project/Workspaceを実行
プロジェクト/ワークスペースを選択
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開発の流れの確認

セーブ後は、File>Close Workspace で終了します。
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課題演習

LEDの点滅間隔を変更してみよう
最初に点滅時間の目標値(例1.0秒)を決める
続いて、この目標値を実現するために、

設計を変更する。

デバッグで目標値になっているかを検証する。

デバッグにおける、 Step Over(F10), 
Step Into(F11), Step Out(Shift+F11)

の各機能の意味は何か。
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Lab SW_LED_35

終了

この資料は、デバイスがES1, 
ソフトウェアPSoC Creater 1.０SP2/2.0

をベースに作成しています。

エラッタやバージョンの違いで操作や動作が

異なる場合があります。
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